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市の人口 総数51,683人（男24,876・女26,807）世帯数14,906 (4 月30日現在） 	（毎月 2回 I日・15日発行） 

森田市長（後列左から3番目）に優勝を伝える五農高のみなさん 

『野鳥の村』 オープン，、、ノ叱 
自然観察会に130人 

飯詰・味口曾ケ沢の「野鳥の村」が 5 月18日オー 
プンし、開村式を兼ねた恒例の自然観察会に親
子づれなど約130人が参加。 野鳥と野草の 2 グ
ループに分かれ、参加者は自然を心ゆくまで満
喫していました。 
「野鳥の村」は、集落の集団移転後の民家を野

鳥の家として利用。 ここを基点に散策コースが
設けられており、付近はため池や山林など変化
に富み、一帯には県内でも珍らしいオオルリ、 
ルリビタキなど約20種の野鳥が生息。 また野草
も 400種以上が自生する自然の宝庫。この日は、 
津軽植物の会会長の木村啓藻川小教頭や日本野
鳥の会会員の対馬隆越水小教頭など 5人の案内
でコース巡り。 野鳥グループは双眼鏡などでら鳥
をみつけては、鳴き声や姿などをメモし、 また
野草グループも珍らしい植l杉りをみつけては図鑑
で調べていました。 

去
る
五
月
二
十
五
日
、
石
川

県
卯
辰
山
相
撲
場
で
開
か
れ
た
 

「全
国
高
等
学
校
選
抜
相
撲
金

沢
大
会
」
団
体
の
部
で
、
五
所

川
原
農
林
高
等
学
校

（
成
田重

彦
校
長
 
生
徒
数
七
百
二
十
五

人
）
の
相
撲
部
が
み
ご
と
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
同
月
二
十
七
日
、
 

尾
野
正
教
頭
、
葛
西
二
三
彦
監
 

ー
五

農
高

相
撲

部

ー
 

督
や
選
手
な
ど
十

一
人
が
優
勝

杯
な
ど
を
持
っ
て
市
役
所
を
訪

れ
、
森
田
市
長
に
優
勝
を
伝
え

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
森
田
市
長
は
 

「皆
さ
ん
大
変
お
め
で
と
う
。
 

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

今
年
の
八
月
に
は
、
本
市
で
県

民
体
育
大
会
も
開
か
れ
ま
す
。
 

“全
国
大
会
で
優
勝
果
た
す
 

今
後
の
皆
さ

ん
の
一
層
の
活

躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
」
と
称

え
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
こ

の
後
、
優
勝
を

記
念
し
て
市
内

を
パ
レ
ー
ド
し

ま
し
た
。
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昭和61年 
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市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活カに満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 
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消防団観閲式で、人員服装機械器具を点検
する森田市長（左から 2人目） 

者

2
人
増
約

9
日
に

1
件
発
生
 

ー

6
0
 年
 
火
 
災
 
統
 
計
 
か
 
ら
 

市
消
防
団

（
前
田堅
団
長
）
 

の
観
閲
式
が六
月
三
日
、
観
閲

者
で
あ
る
森
田
市
長
を
は
じ
め
、
 

来
賓
、
消
防
団
員
、
消
防
署
員

な
ど
約
八
百
人
と
車
両
約
三
十

台
が
参
加
し
、
菊
ケ
丘
運
動
公

園
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
先
立
ち
、
人
員
服
装

機
械
器
具
を
点
検
、
そ
の
後
分

列
行
進
と
放
水
演
習
（
玉
落
と

し
競
技
）
を
行
い
ま
し
た
。
 

一
分団
に
よ
る
ま
と
い
振
り
の

披
露
が
あ
り
、
式
典
に
入
り
ま

し
た
。
 

本
年
度
の
観
閲
式
に
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
三
好
地
区
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
（
開
米喜
美
会
長
）
 

三
十
人
も
参
加
。
ま
た
、
結
成

間
も
な
い
少
年

・
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
九
団
体
百
人
も
初
参
加
し
、
 

堂
々
と
分
列
行
進
を
し
て
い
ま

し
た
。
 

ト
 
ト
 
ト
 
ト
 

ト
 
ト
 

消
防
団
は
現
代

の
“
町
火
消
）
 

“火
事
と
ケ
ン
カ
は
江
戸
の

華
）
。
こ
ん
な
迷
？
文
句
が
残

る
ほ
ど
多
か
っ
た
の
が
江
戸
の

火
事
。
ひ
と
た
び
火
事
が
起
こ

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な人
々
が
消
 

 

’畷愛 

   

火
の
犠
牲
 

 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合

（黒
石
健
作
消
防長
）
が
ま

と
め
た
昭
和
六
十
年
の
火
災
統

計
に
よ
る
と
、
昨
年
本
市
で
発

生
し
た
火
災
は
四
十
二
件
で
、
 

五
十
九
年
よ
り
一
件
の
減
。
け

が
人
は
七
人
で
同
二
人
減
と
な

っ
た
も
の
の
、
死
者
は
五
人
で

同
二
人
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

四
十
二
件
の
火
災
で
の
り
災
 
 

し
、火
事
場
へ
と
走
り
ま
し
た
。
 

町
火
消
か
ら
二
百
六
十
年
あ

ま
り
た
っ
た
現
代
で
は
、“消
防

団
）
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
 

ト
 
ト
 ト
 
ト
 
ト
 
ト
 

地
域
に
根
ざ
し
た

消
防
団
の
活
躍
 

‘
一
．

‘
一
“

‘

,
 

九
千
円

（
同
一
六
・
八督
）
の
 
 

で
す
。
 

昨
年
の
夏
に
起
こ
っ
た
長
野

県
の
地
す
べ
り
災
害
や
日
航
機

墜
落
事
故
で
は
消
防
団
の
活
躍

が
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
 

災
害
が
複
雑
多
様
化
し
、大

規
模
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
消

防
団
の
活
躍
に
、
よ
り
大
き
な

期
待
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
 

ト
“
ト
‘
・
‘・
“

ー
 

“原
動
力

（
は

郷
 
土
 
愛
 

イ
ー
 
“
．
‘
ー
 

「山
火
事
シ
ー
ズ
ン
中
の
火
防
 

っ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
農
業

を
営
ん
で
い
る
人
な
ど
が
、
非

常
の
場
合
は
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
す
る
の
で
す
。
郷
土
愛
の

精
神
が
、
イ
ザ
と
い
う
と
き
は

本
業
を
投
げ
う
っ
て
ま
で
献
身

的
な
活
動
を
す
る
“
原
動
力
〉
 

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

江
戸
時
代
か
ら
育
て
伝
え
ら

れ
て
き
た
郷
土
愛
の
精
神
。
？
」
 

れ
か
ら
も
“縁
の
下
の
力
持
ち
）
 

と
し
で
活
躍
す
る
消
防
団
に
、
 

で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
 

宣
伝
の
効
果
が
あ
っ
た
」
と
同

消
防
事
務
組
合
で
は
み
て
い
ま

す
。
 

そ
れ
で
も
昨
年
一
年
間
で
は
、
 

ほ
ぽ
九
日
に
一
件
の
割
合
で
火

災
が
発
生
し
、
一
日
当
たり
約

五
十
九
万
円
の
損
害
が
出
て
い

ま
す
。
 

昭和61年（1986年） 6月15日 

嗣
欄
防
旦

が
観
固
武
 

『自
分

た
ち
で

守
り

た
い

』
 

伽

人
が

参

加

ー
 

地
域
防
災

の
担
い
手
“

消
防
団

）
 

火
の
た
め
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
 

消
防
団
は
、
市
民
の
生
命
、
 

が
、
そ
の
な
か
で
も
大
活
躍
を
 

身
体
や
財
産
を
守
る
重
要
な
役
 

し
た
の
が
“
町
火
消
〉
で
す
。
 

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は

大
江
戸
八
百
八
町
に点
在
し
て
 

消
防
署
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
 

い
た
こ
の
町
火
消
は
、「火
事
だ
 

地
域
社
会
で
消
防
団
の
果
た
す
 

ノ
こ
 
の
知
らせ
に
町
へ
飛
び
だ
 

役
割
は
以
前
に
も
増
し
て
重
要
 
消
防

団
員
は
二
つ
の
顔
を持
 

棟
数
は
四
十
八
棟
で
、九
棟
（五
 
減
と
な
っ

て
い
ま
す
し
 

十
九
年
比
 
一
八
・
八督
）
の
 
原
因

別
で
は
、
相
変
わ
ら
ず

減
。
し
か
し
り
災
世
帯
は
三
十
 
「

た
ば
こ
火
の
不
始
末
」
が
多

三
世
帯
で
二
世
帯
（
同
六
・
五
 

く
七
件

（
一
六
・
六智
）
、
次

督
）
、
り
災
人
員
は
百
三
十
六
 
い
で

ス
ト
ー
ブ
六
件

（
一
四

・

人
で
十
五
人
（
同
一
二
二
示
い
）
 
三
智
）
、
こ
ん
ろ
三
件

（七
・

そ
れ
ぞ
れ
増
え
ま
し
た
。
ま
た
 
一

）い
）
の順
。
 

損
害
額
は
二
億
一
千
四
百
十
五
 
幸
い
に

も
林
野
火
災
の
発
生

万
四
千
円
で
、
四
千
三
百
十
万
 
は

な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
 

【
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火
遊
び
を
し
な
い

良
い
子
に
な
り
ま
す

と
五
月
二
十
九

日
、
中
央
公
民
館
で
 

「少
年
・
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
」
の
結
成
大

会
が
、
子
ど
も
達
や

消
防
関
係
者
な
ど
約

三
百
人
が
出
席
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
 

少
年
消
防
ク
ラ
プ

は
、
少
年
達
に
火
災

を
予
防
す
る
方
法
や

火
に
つ
い
て
の
問
題

を
身
近
な
生
活
の
中

で
見
い
出
す
と
と
も
 

市
消
防
団
第
一

分
団
（
福
士
長
「
1
 

郎
分
団
長
）
に
、
 

今
で
は
全
国
で
も

わ
ず
か
し
か
残
っ

て
い
な
い
と
い
う

蒸
気
ポ
ン
プ
が
配

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
も
、
ま
だ
現
 

蒸気ポンプ「太郎号」の勇姿 
まと恢などを受1ナ 

子ども連 

讐
」
三一
三一「ニ
一
三
」
」
」
f
三
三
三
「
「メ
 

一
突
災
飽
臼
目

『
 

〈
 

伽
ー
通
件
 
「
 

」
 
昨
年
、
五
所
川
原
地
域
岬
 

】
防
災
協
会

（
飛
嶋圭
突
品
 

」
長
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、
（
 

」
 
「テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
火
岬
 

』
災
情
報
装
置
」
は
、
市
民
”
 

』
か
ら
大
い
に
利
用
さ
れ
て
「
 

』
い
ま
す
。
火
災
発
生
時
は
”
 

画
四
百
、
五
百
件
も
の
利
用
”
 

画
が
あ
り
、
今
や
市
民
生
活
岬

画
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
“
 

画
 
って
い
ま
す
。
 

“
 

一
容⑩
2
3
2
3
「
 

，
ニこ三
「
一貞
三
三
一
1

三
三
昌
三
昌
三
ち
 

、
 

③ 昭和61年（1986年） 6月15日 

手
ピ
暫

「
開
爾
曲
が
認
纏
 

ー
少
年
・

幼
年
消
 防
ク
ラ
ブ
を

結
成

ー
庫
 

に
、
そ
れ
を
研
究
し
知
識
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
。
一

方
、
幼
年
消
防
ク
ラ
プ
は
、
幼

年
期
の
子
ど
も
達
に
正
し
い
火

の
取
り
扱
い
に
対
す
る
し
つ
け

と
消
防
の
仕
事
を
よ
く
理
解
さ

せ
る
と
と
も
に
、社
会
活
動
、
 

集
団
活
動
を
通
し
て
自
主
性
、
 

協
調
性
な
ど
の
社
会
的
態
度
を

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
 

今
回
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
は
、
 

本
市
と
鶴
田
町
の
合
わ
せ
て
一
一

士

ー
ク
ラ
ブ
。こ
の
う
ち
本
市

は
、
 「少
年
」
が
松
島
町
こ
ど

も
会
少
年
防
火
ク
ラ
ブ
、
 「幼
 

役
で
働
け
る
の
は
こ
こだ
け

と
い
う
の
で
す
か
ら
、
誠
に

貴
重
な
存
在
。
 

大
正
二
年
に
旧
五
所
川
原

町
が
、
東
京
の
市
原
ポ
ン
プ

諸
機
械
製
作
所
か
ら三
千
円

で
購
入
し
た
も
の
で
、名
前

を
“
太
郎
号
）
と
い
い
、も

う
七
十
三
歳
に
な
り
ま
す
。
 

年
」
が
梅
田
、
中
川
、
長
橋
な

ど
九
ク
ラ
プ
の
合
わ
せ
て
十
ク

ラ
ブ

（三
百
十
八
人
）
で
す
。
 

結
成
大
会
で
は
、
五
所
川
原

地
区
消
防
事
務
組
合
の
黒
石
消

防
長
が
 
「火
遊
び
な
ど
し
な
い

良
い
子
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
各
ク
ラ

ブ
の
代
表
の
子
ど
も
達
に
そ
れ

ぞ
れ
 
「チ
ビ
ッ
コ
消
防
士」
 
の

認
定
証
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
森
田
市
長
が
各

ク
ラ
ブ
に
 
「ク
ラ
ブ
旗
」
 
「法

被
（
は
っ
ぴ
）
」
 
「ミ
ニ
ま
と

い
」
を
交
付
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
伊
藤
県
消
防
防
災

課
長
補
佐
、
森
田
市
長
、
中
野

鶴
田
町
長
、
鶴
谷
五
所
川
原
地

区
消
防
事
務
組
合
議
会
議
長
の
 

燃
料
は
薪
や
石
炭
を
使
用
。
 

蒸
気
が
出
て
ポ
ン
プ
が
働
け

る
ま
で
に
十
五
分
位
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
燃
料
と
水

さ
え
続
け
ば
あ
と
は
何
日
間

で
も
連
続
運
転
〇
K
と
い
う
。
 

こ
の
た
め
、昭
和
十
九

・
一
一

十
一
年
の
大火
の
際
、大
変
な

威
力
を
発
揮
し
た
の
は
今
で
 
 

四
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
チ
ビ
ッ

コ
消
防
士
の
み
な
さ
ん
、
火
事

を
出
さ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
注

意
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
ク
ラ
ブ
員
全
員
が
 

「私
達
は
絶
対
に
火
遊
び
は
し

ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、先
生
の
教
え
を
守
り
ま
す
。
 

礼
儀
正
し
い
素
直
な
子
に
な
り

ま
す
」
と
元
気
に
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
同
大
会
を
終
わ
り
ま

し
た
。
 

今
後
、
各
ク
ラ
ブ
で
は
そ
れ

ぞ
れ
事
業
計
画
を
組
み
、
そ
れ

に
の
っ
と
っ
て
活
動
を
進
め
て

い
く
ほ
か
、
春

・
秋
の
火
災
予

防
運
動
の
実
施
な
ど
に
協
力
し

て
い
く
予
定
で
す
。
 

も
多
く
の
市
民
の
記
憶
に
あ

り
ま
す
。
最
近
で
は
、
五

、
 

六
年
位
前
に
吉
幾
三
さ
ん
主

演
の
「
俺
は
い
な
か
の
プ
レ

ス
リ
ー
」
に
出
演
し
、
全
国

に
そ
の
勇
姿
を
示
し
ま
し
た
。
 

今
で
は
出
初
式
な
ど
に
出

場
す
る
ほ
か
は
、ほ
と
ん
ど

格
納
庫
で
身
体
を
休
め
て
い
 

7
3歳
の
ク

太

郎

口
戸
）

Aフ
な
お

現
役
 

ま
す
か
、
同
分
団
で
は
有
事

に
備
え
て
大
切
に
手
入
れ
を

し
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
二
つ
年
上
の
“
花

子
号
）
は
昭
和
三
十
八
年
に

現
役
を
退
き
、
今
は
県
消
防

学
校
で
余
生
を
送
っ
て
い
ま

す
。
 

~~~~~~~~~~~ ~~ 

昭

和

1
9・

2
1年
の
大
火
で

大
活
躍

H
・
 



（第617号） ④ 広報ごしょがわら 

市
民
文
化
会
館
で

五
月
三
＋
一
日
、第

四
十
一
回
県
民
体
育

大
会
の
 
「五
所
川
原

市
実
行
委
員
会
」
（
会

長

‘
森
田市
長
）
が

開
か
れ
、
夏
の
大
会

に
向
け
て
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
八
月
一
一

十
三
、
二
十
四
の
両

日
（
一
部競
技
は
八
 

希民文化会館稀I隊I柵雄
市実行委員篇轡叫 

易
国
節
目
お
会
囲
目
E
回
回
て
昌
り
a
ト
 

ー
市

実
行

委
員
会
を

設
立

ー
 

自
民
党
県
連
の
移
動
政
調
会

が
五
月
十
四
日
に
弘
前
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
高
橋
弘
一

政
調
会
長
ほ
か
県
議
六
人
と
森

田
市
長
、
西
北
の
町
村
長
な
ど

合
わ
せ
て
約
三
十
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
 

同
政
調
会
は
、
出
席
し
た
市

町
村
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
要
望
を

受
け
る
形
で
行
わ
れ
、
こ
の
中

で
森
田
市
長
は
 
「五
所
川
原
大

橋
や
新
津
軽
大
橋
、
日
本
海
沿
 
 

岸
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
促
進
、
 

新
青
森
空
港
と
東
北
自
動
車
道

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
、
 

津
軽
半
島
振
興
計
画
等
促
進
の

た
め
、
そ
の
推
進
母
体
と
し
て
 

「咽
青
森
地
域
開
発
事
業
団
の

設
立
」
な
ど
、
本
市
の
み
な
ら

ず
西
北
津
軽
に
と
っ
て
も
重
要

な
事
業
四
件
に
つ
い
て
強
く
そ

の
促
進
方
を
要
望
しま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
高
橋
政
調
会

長
は
 
「こ
れ
ら
の
事
業
が
、
で
 
 

月
九
、
十
の
両
日
）
、
本
市
を

主
会
場
に
十
五
種
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
大
会
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
開催
地
と
し
て

の
実
施
体
制
を
整
え
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
。
 

設
立
会
で
は
、
会
長
で
あ
る

森
田
市
長
が
フ
」
の
大
会
に
は
、
 

県
内
全
市
町
村
か
ら
選
手
、
役

員
、
観
客
な
ど
万
単
位
の
お
客

様
が
本
市
を
訪
れ
ま
す
。
市
の
 

き
る
だ
け
促
進
さ
れ
る
よ
う
関
 

係
方
面
に
強
く
働
き
か
け
て
い
 

き
た
い
」
と応
え
て
い
ま
し
た
。
 

活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
五
万

市
民
一
致
協
力
して
暖
か
く
む

か
え
、
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
続
き
、
規
約
や
予
算
な

ど
を
満
場
一
致
で
決
定
し
ま
し

た
。
 

今
後
、同
委
員
会
で
は
式
典
、
 

競
技
、
宿
泊
輸
送
な
ど
五
つ
の

専
門
部
ご
と
に
準
備
に
入
り
ま

す
。
 

中
央
公
民
館
で
五
月
三
十
日
、
 

津
軽
地
域
二
十
八
市
町
村
で
構

成
す
る
岩
木
川
改
修
期
成
同
盟

会
（
会
長
・
森
田
市
長）
の
六

十

一
年
度
総
会
が
、市
町
村
長

や
来
賓
な
ど約
四
十
人
が
出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

総
会
で
は
、
会
長
で
あ
る
森

田
市
長
が
「
津
軽
開
発
の
根
幹

と
な
る
岩
木
川
の
改
修
を
促
進

す
る
た
め
、今
後
一
層
協
力
体

制
を
強
化
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
の
角
町
洋
東
北

地
方
建
設
局
青
森
工
事
事
務
所
 
 長

と
秋
田
柾
則
県
議
が
そ
れ
ぞ

れ
「岩
木
川
改
修
費
は
、今
年
度

二
士
ニ
億
六
千万
円
で
昨
年
度

比
七
・
三
督
増
と
な
っ
て
い
る
。
 

こ
れ
は
、
期
成
同
盟
会
の
熱
意

の
賜
で
す
。
更
に
運
動
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、議
案
審
議
に
入
り
、
 

六
十
一
年
度
の
事
業
計
画
で
は

国

・
県
な
どに
対
し
、
積
極

的
に
予
算
増
額
を
働
き
か
け
て

い
く
。
ま
た
仮
称
津
軽
ダ
ム
を

建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
採
択
 

さ
れ
る
よ
う
運
動
し

て
い
く
」
な
ど
が
決

め
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
更
に
、
 

森
田
市
長
が
会
長
で

あ
る
「
国
道
一
〇
一

号
」
、「国
道
三
三
九

号
」
 
の
両
整備
促
進

期
成
同
盟
会
も
同
所

で
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
事
業
計
画
な
ど
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

岩
木
川
改
修
費
 

前
年
度
比
ワ
者
の
増
 

改
修
期

成
同
盟
会
総
会

開
か
れ

る
 

昭和61年（1986年） 6月15日 

「五
所
川
原
大
橋
」
な
ど
4
件
を
要
望
 

自
民
〈
兄移
動

政
調
会

開
か
れ

る
 

総会で挨拶を述べる森田市長 

戸
 

(
 



(617号） 

雰
鷹
 かし
⑩
メ
回
デ
ィ

二
暑
加
②
ぷ
凹
と
 

「ハ
ー
モ
二
力
お
じ
さ
ん
」
く
る
み
園
を
来
訪
 

原
爆
で
亡
く
な
っ
た
両
親
へ
 

の
老
人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
て
い
 

る
こ
と
が
で
き
ず
、
軍
隊
の
時

の
親
孝
行
を
、
変
わ
り
に
全
国
 

る
お
年
寄
り
達
に
し
た
い
 

覚
え
た
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
昭
和
四
 

広報ごしょがわら ⑤ 昭和61年（1986年） 6月15日 

雪
誹
 

麟 
お 詫 び 

6 月 1日号の 7面に掲載の 「市税納期限」 
記事中、一部に誤りがありましたので、次の

とおり訂正し、 お言宅びいたします。 

税 	目 区分 1期 2期 3期 4期 5期 6期 

国民健康

保 険税 

7月 
31H 

月 
品 日 

11I 
30 E 

12F 
28 F 

正
  

月
旧
 
 

8月 
31日 

9月 
30日 

10月 
31日 

II月 
30日 

12月 
28日 

,
 

薄

劇
サ
ー
ク
懸
麟
僅
聞
夫
・暁
．
 

菅
欝
・

・
 

勤
労
青

少
年

ホ
ー

ム
 

原付自転車の右折のしかたが変わりました 

7
月
 

5
日
か
ら
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
な
い

で
自
動
ニ
輪
車
や
原
付
自
転
車

を
運
転
し
た
人
に
は
、
違
反
点

一
点
が付
け
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
自
動
二
輪
車
の
免
許

取
得
後
一
年未
満
の
初
心
運
転

者
の
二
人
乗
り
や
迷
惑
の
か
か

る
騒
音
運
転
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

さ
ら
に
原
付
自
転
車
は
、
道

路
標
識
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

道
路
と
片
側
三
つ
以
上
の
車
両

通
行
帯
の
あ
る
道
路
で
交
通
整
 
 

と
“
ハ
ー
モ
ニ
カ
お
じ
さ
ん
）
 
十
七
年
か

ら
こ
れ
ま
で
全
国
の

で
知
ら
れ
る
長
崎
県
佐
世
保
市
 

老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
、
施
設
の

の
福
島
禿
沼
さ
ん
（
6
4）
が
五
 
お

年
寄
り
達
か
ら
“
ハ
ー
モ
ニ

月
二
十
三
m
、
市
立
養
護
老
人
 

カ
お
じ
さ
ん
）
と
し
て
親
し
ま

ホ
ー
ム
「く
る
み
園
」
（
前
田忠
 
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
回
っ
 

」（
寮
長）
を
訪
れ
、
な
つ
か
し
 

た
老
人
ホ
ー
ム
は
約
千
八
百
か

い
メ
ロ
デ
イ
ー
を
奏
で
て
お
年
 
所
で
、

本
市
を
訪
れ
た
の
は
十
 

寄
り
達
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。
 

一
回目
。
 

福
島
さ
ん
は
、
終
戦
の
昭
和
 
こ

の
日
午
前
、
く
る
み
園
を

二
＋
与
に
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
復
員
。
 
訪
れ
た
福
島
さ
ん
は
、
す
っ
か

両
親
を
失
っ
た
悲
し
み
を
忘
れ
 

り
顔
な
じ
み
と
な
っ
た
お
年
寄
 

理
の
行
わ
れ
て
い
る
交
差
点
で
 

じ
右
折
方
法
（二
段
階
方
式
）
 

は
、

原
則
と
し
て
自
転
車
と
同
  

を
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
 
 

り
達
に
 
「私
も
年
を
と
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ハ
ー
モ
ニ
カ
お
じ

さ
ん
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
私

の
両
親
と
思
っ
て
、
皆
さ
ん
の

好
き
な
曲
を
一
生
懸
命
吹
き
ま

す
」
と
話
し
か
け
、
演
奏
に
入

り
ま
し
た
。
「暁
に
祈
る
」
屑

は
涙
か
溜
息
か
」
な
ど
約
一
時

間
に
わ
た
っ
て
熱
演
。
お
年
寄

り
達
の
中
に
は
、
福
島
さ
ん
の

演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
う
人
も
い

る
な
ど
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
 

福
島
さ
ん
は
こ
の
後
、
金
山

の
特
養
ホ
ー
ム
「
青
山
荘
」
を

訪
れ
ま
し
た
。
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
サ
 

ー
ク
ル
に
、こ
の
ほ
ど
「演
劇
」
 

が
新
た
に
加
わ
り
、
公
演
に
向

け
て
け
い
こ
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

仲
間
入
り
し
た
の
は
、
リ

ー
 

ダ
ー
の
成
田
信
さ
ん

（3
6）
ほ

か
十
代
か
ら
二
十
代
の
男
女
七

人
で
、
サ
ー
ク
ル
の
名
前
も
、
 

「表
現
者
た
ち
の
会
」
。メ
ン
バ
 

ー
は
看
護
婦
さ
ん
、
会
社
員
、
 

ペ
ン
キ
屋
さ
ん
な
ど
と
バ
ラ
エ

テ
イ
ー
に
富
ん
で
い
る
と
と
も

に
、
根
っ
か
ら
の
芝
居
好
き
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
入
会
前

は
全
員
演
劇
が
無
経
験
と
の
こ

と
。
 

一
昨年
、
こ
れ
ら
仲
間
が
集

ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
が
発
足
。
こ

れ
ま
で
市
内
で
け
い
こ
を
重
ね
、
 

年
に
二
回
ほ
ど
集
会
所
な
ど
で

公
演
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
け
い
こ
を
続
け
て
い
く

に
は
相
当
の
場
所
を
必
要
と
す

る
た
め
、
同
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ク

ル
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
。
 

目
下
、
七
月
公
演
を
め
ぎ
し

て
台
本
を
読
み
な
が
ら
の
立
ち

げ
い
こ
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
 

メ
ン
バ
ー
が
足
り
な
い
の
で
募

集
中
で
す
。
も
ち
ろ
ん
素
人
大

歓
迎
、
ま
た
照
明
や
舞
台
装
置

な
ど
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
 

電
気
に
詳
し
い
人
や
大
工

さ
ん
な
ど
も
歓
迎
と
の
こ

と
。
 

成
田
さ
ん
は
「
自
由
奔

放
性
を
出
し
て
、
お
客
様

が
み
て
楽
し
い
芝
居
を
や

り
た
い
。
ま
た
や
る
か
ら

に
は
厳
し
く
や
り
た
い
し

そ
れ
が
自
ら
を
磨
き
、
自

ら
の
た
め
に
な
る
と
思
う
。
 

将
来
は
、
劇
団
と
し
て
確

立
し
た
い
」
と
語
り
、
夢

は
大
き
い
。
 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
義
務
に

！
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第
2
回
五
所

川
原
マ
ラ

ソ
ン

参
加
者
募
集
 

昨
年
に
続
い
て
開
催
し
ま
す
。
 

中
学
生
男
女
、
高
校
・
一
般

日
頃
の
実
力
を
試
す
チ
ャ
ン
ス
 

女
子
 
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

高
校
・
一
般
男
子
 
六
キ
ロ

▽
日
時
 七
月
五
日
（
土
）
 

メ
ー
ト
ル
 

集
合
 
午
後
二
時
三
十
分
 

マ
参
加
料
 
無
料
 

ス
タ
ー
ト
 
午
後
三
時
 

▽
賞
品
 
た
く
さ
ん
あ
り
。
 

▽
場
所
 
北
斗
グラ
ウ
ン
ド
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
六
月
二
十

▽
参
加
対
象
 五
所
川
原
市
民
 

五
日

（
水）
 

（小
学
五
年
以
上
）
 

▽
申
し
込
み
方
法
・
申
し込
み

▽
競
技
内
容
 

先
 
市
教
育
委
員
会
社
会
教

小
学
五
・
六
年
男
女
 
ー
キ
 

育
課

（
廿
⑩
二
一
一
一
番

ロ
メ
ー
ト
ル
 

内
線
二
五
〇
番
）
備
え
付
け
 

ふ
だ
ん
あ
ま
り
汗
を
か
か
な

い
あ
な
た
。
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス

ダ
ン
ス
で
美
容
と
健
康
の
た
め

に
い
い
汗
を
か
い
て
、
ス
リ
ム

で
若
さ
の
あ
る
体
を
つ
く
り
ま

せ
ん
か
。
 

▽
受
講
資
格
 
満
十
五
歳
以
上

三
十
歳
未
満
で
、
市
内
に
住

所
又
は
勤
務
先
を
有
す
る
勤
 

労
青
少
年
 

マ
受
講
期
間
 
七
月
二
日
、
九
 

月
十
七
日
（
毎
週
水
曜
日
 

計
十
回
）
 

▽
受
講
時
間
 
午
後
六
時
三
十
 

分
、
八
時
三
十
分
 

▽
募
集
人
員
 
二
十
人
 

▽
受
講
料
 
無
料
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
六
月
二
十
 

『
  

、
 

一
 

《
ー
駒
勢
胃
少
尋
末
且
ム
固国
胸
月
尋
毘
急
 

一
 

《ー
エ
ア

ロ
ビ
ッ

ク
ス
ダ

ン
ス
講
座
ー
受
講
生

募
集
L
 

市
民
の
皆

さ
ん
、

廃
油

な
ど
を
側
溝
や

用
水
路
へ
捨
て

な
い
で

く
だ
 

さ
い
。
 

こ
れ
に
違
反
す

る
と
法

律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
 
（
市
衛
生
課
）
 

'
 

五
日
 

詳
し
い
こ
と
や
お申
し
込
み

は
、市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
か

⑧
二
六
〇
二
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

の
用
紙
に
記
入
の
う
え
同
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

マ
そ
の
他
 ①
ゼ
ッ
ケ
ン
は
当

日
配
布
し
ま
す
。
②
大
会
中

の
事
故
な
どは
参
加
者
の
責

任
と
し
ま
す
。
③
こ
e
K会

の
成
績
を
、陸
奥
湾
一
周
駅

伝
大
会
選
手
選
考
の
参
考
に

し
ま
す
。
 

主
催
 
市
教
育
委
員
会
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『事業所統計調査』にご協力を 

7月 1 日現在で、全国いっせいに事
業所統計調査が実施されます。 

この調査は、統計法に基づいて行わ
れる調査で、全国のすべての事業所を
対象とした国の最も基本的な統計調査
のーつです。 

7月 7日から調査員が各事業所を誰i 
問して、調査票の記入をお願いします
のでト、調査にご協力くださるようお願
いします。 

なお、 この調査についてご不明な点
は、市秘書企画課統計調査係（，③⑤ー 
2111番 内線318・319番）へお問し、合
わせください。 

文化講演 会 

ン日時 	6 月29 H（日）午後 1時～4時 
レ場所 中央公民館 
レ講師 豊島勝蔵氏 

（市文化財審議委員） 
D演題 「津軽安東氏の歴史」 
レ入場料 無料 

主催 北奥文化研究会 
、 	 ‘=． 叫＝コ叫ーーー，叫ー． ー‘ 一 

名 
五所川原市申小企業簡易小口資金 五所川原市中小企業近代化資金 

称 
① 	制 	度 ⑩ 	制 	度 

融資 総 額 5 	億 	円 5 	億 	円 

取次金融機関 
青森銀行五所川原支店・広田支店、みちのく銀行、津軽信用金
庫、東奥信用金庫、青森県信用組合の各五所川原支店および北
奥羽信用金庫七和支店（各店とも代理貸しを含むn) 

融 資 対 象 

市内に主な事業所を有し、1年
以上継続して同一事業を営む

中小企業者で、中小企業信用

保険法の適用を受ける業種 

左記のほか、次のために長期 
資金を必要とする者 
(1）企業の近代化と経営の安定 

をはかるため 
(2）地場産業の振興をはかるため 

融
  

資金の 
使 	途 運転資金および設備資金 

資 条 

件 

利
 
息
 

取扱金融機関の所定利息 

保証料 保証料年利率 0.95% 
融資額 1企業にっき 500万円以内 1企業にっき  2,000万円以内 

融資期間 
および 

返済方法 

5年以内 

割賦又は一時払 

7年以内、原則として割賦返
済（設備資金にっいては、 6 
か月以内の据置を含む。） 

保証人お
よび担保 

保証人はI名以上 
担保 必要に応じて徴収 

申込受付期間 昭和61年 4 月1日から 	昭和62年 3月31日まで 

申込先、手続

きおよび相談 

申込先（手続き） 	市内の各金融機関又は信用保証協会

相 談 五所川原商工会議所 市商工観光課 

備 	考 

ご利用できない業種 
(1）農林漁業 穀作農業、果樹栽培農業、整豚養鶏業、育林業、 

狩猟業および水産養殖業（三い、ますおよび金魚等。） 
(2）飲 食 菜 キャバレー、割黒、酒場その他風俗営業の許可を

受けている飲食業等（ただし、食事の提供を主目的とする飲
食業を除く。 

(3金融一保険・不動産業 劇場、ダンスホール、パチンコ、生
花、ピアノ教習、およびそろばん塾等 
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図圏国回日団日 
新 購 入 図 書 

書 	名 著 者 名 JI 	名 著 者 名 

人間の宇宙的生命 安部 	繁 ぬ 	る 	い 	風 岩田 	宏 

宗教学のすすめ 上田 閑照 北京海業の街 加藤 幸子 

名
 
も
 
な
 
く
し
 
す
た
 
が

た
 
し
か
 
く
に
 

加太こうじ 悪 名 の 旗 滝口 康彦 

デンマーク日記 高橋 展子 異 聞 浪 人 記 ク 

変貌する新日鉄 岩測 明男 山 本 勘 介 竹内勇太郎 

女 	を 	装 	う 駒尺 喜美 流 氷 の 夜 会 森村 誠一 

わたしの姑ばなれ 豊原ミッ子 潮田伝五郎置文 藤沢 周平 

障害者の性と結婚 平山 	尚 異 形 の 白 昼 筒井 康隆 

野 草 図 鑑 長田 武正 薄 	化 	粧 西村 	望 

木造の家は 
地震に強いか 杉山 英男 恋 人 た 	ち 原田 康子 

米 作 改 良 法 奈良 専二 帰 り こ ぬ 風 三浦 綾子 

農薬を使わない 
野菜づく り 徳間雅仁 家 	 族 吉田 とし 

盆栽の仕立て方 主婦と生活社 五 味 六 味 辻 	嘉一 

日本美の歳時記 田中日佐夫 心 映 え の 記 太田 治子 

茶の湯への誘い 久田 宗也 伊集院大介の私生活 栗本 	薫 

日本語表と 裏 森本 哲郎 花 	等 海田ふじ子 

風 	雲 	録 豊田 泰光 岳 	物 	語 椎名 	誠 

五 所 川 原 史 新谷 雄蔵 乱灯江戸影絵 松本 清張 

アイヌの滅亡と 
津軽の変遷 蛸島長三郎 いのちは育っ 住井 す栗 

日 月 の 昏 婚 小笠原茂介 仙 台 起 絵 図 村上 善男 

J  

簡易保険・郵便年金作文
コンクール 作文募集 

レ募集期間 5 月 1日～ 
6 月30H （入選発表は 
10月予定） 

レ応募資格 小学 5 ・ 6 
年、中学1・ 2 ・ 3年

レテーマ ①）簡易保険・
郵便年金に関係あるも
の。（②）日頃考えている
こと、思ったこと、感動
したことなど。 ③ 「21 

‘世紀～私たちは」 
ン原稿枚数 小学生 400 
字詰め原稿用紙 3枚程
度、 中学生 400字詰め
原稿用紙4-5市文程度

詳しくは、 お,近くの
郵便局へお間い合わせ
くださし、。 

、
 

扉
鷲
建

設
業
関

係
の

皆
さ
ん

刀
・
 

建
設
業
を
営
む
方
々
や
建
設

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作

っ
た
「
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 

こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九

年
に
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法

に
よ
り
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
の
特
色
は
、
 一
般

の
退
職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が

事
業
所
を
や
め
た
時
支
払
わ
れ

る
退
職
金
で
な
く
、
建
設
業
と

い
う
ー
つ
の
業
種
の
中
で
働
く
 
 

限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た

期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建

設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度

で
す
。
 

退
職
金
は
国
の
制
度
で
す
か

ら
、
確
実
、
安
全
で
あ
り
、
極

め
て
有
利
な
利
回
り
で
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
全
国
で
十
二
万
の
事

業
主
、
百
六
十
二
万
人
の
労
働

者
が
こ
の
制
度
に
加
入
し
、
退
 
 

職
金
の
積
立
て
が
行
わ
れ
、
す

で
に
三
十
六
万
人
の
労
働
者
が

退
職
金
を
受
け
取
り
、
そ
の
額

は
六
百
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
 

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い

こ
と
は
、
建
設
業
退
職
金
共
済

事
業
本
部
青
森
県
支
部
（
か
〇

一
七
七
ー
 
七
六
一
一
番
 
青

森
市
安
方
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

衛
生
管
理
者
 

免

許
試
験
 

▽
日
時
 
七
月
十
七
日
 

午
前
九
時
 

▽
場
所
 
青
森
市

・
弘
前
市

・

八
戸
市
（
会
場
は
未
定
）
 

▽
試
験
申
請
受
付
日
及
び
場
所

六
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日

午
前
九
時
ー
午
後
四
時
 

青
森
労
働
基
準
局
 
安
全
衛

生
課

（
青森
市
新
町
ニ

ー
 

ー
一
一
五
青森
合
同
庁
舎
内
）
 

▽
受
験
資
格
 

⑦
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
し
、
そ
の
後
一
年
以
上

労
働
衛
生
実
務
に
従
事
し
た

た
人
 

m
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
し
、
そ
の
後

三
年
以
上
労
働
衛
生
実
務

に
従
事
し
た
人
 

回
十
年
以
上
労
働
衛
生
実
務

に
従
事
し
た
人
等
、
労
働

大
臣
が
別
に
定
め
る
資
格

を
有
す
る
人
 

衛
生
管

理
者
免

許

試
験
（

準
備
講
習
会
）
 

衛
生
管
理
者
免
許
試
験
を
受

験
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 
六
月
三
十
日
、
七
月

一
百

（
三
日
間）
午
前
九
時
 

、
午
後
五
時
 

▽
場
所
 
西
北
労
働
基
準
協
会

二
災

「
議室
 

▽
受
講
料
 

一
万
二
千
五
百
円
 

（
テキ
ス
ト
代
四
千
五
百
円

を
含
む
）
 

詳
し
い
こ
と
や
お
申
し
込
み

な
ど
は
、
和
西
北
労
働
基
準
協

会

（
。⑩
六
三
三
六
番
 
新
宮

町
八
四
ー
五
）
へ
ど
う
ぞ
。
 ノ

 
×
 

津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
五
所
川
原
支
部

水
張
田
の
そ
の
畦
道
に
蛙
鳴
き
昔
の
ご
と
く
時
告
げ

て
い
る
 

三
上
き
よ
み

あ
け
ぼ
の
の
紅
掃
く
水
田
の
面
凪
ぎ
て
田
を
守
る
人

影
黒
々
映
る
 

原
田
 
栄
子

い
に
し
え
の
王
朝
び
と
の
舞
を
ま
う
十
二
単
衣
の
女

人
う
つ
く
し
 

大
谷
 
恭
子

独
り
生
き
ん
道
し
る
べ
と
も
若
き
ら
に
現
代
世
相
を

わ
が
学
び
い
る
 

楠
美
 
チ
ョ

奥
多
摩
の
岩
間
の
飛
沫

（
し
ぶき
）
た
ぎ
ち
行
く
水

折

々
に
陽
を
照
り
返
す
 

堀
内
き
み
子

頑
な
の
心
の
我
と
頑
な
の
生
徒
と
対
す
冷
え
ゆ
く
教
 

イ
 室

 

赤
坂
千
賀
子
 

×
  

短
 

歌
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場 	 所 時 	間 

7
月

7
日
⑧
 

みどり町 コ、お -r i栄前 
午後 1時30分～ 2時10分 

梅 	田 成田理容所前 午後 2時20分～ 2時40分 

ク 	梅沢コミュニテイセンター 午後 2時5(〕分～ 3時20分 

中 	泉 中泉集会所前 午後 3時3(〕分～ 4時 

7
月

8
日
の
 

三 ッ 谷 坂本甚作宅前 午前 9時3(）分～1OH寺 

猫 	測 集会所前 午前10時10分～H〕時40分 

姥 	落 集会所前 午前10時5(）分～11時20分 

稲 	実 消防屯所前 午前11時30分～11時50分 

広 	田 一戸淳一宅前 午後1時30分～1時50分 

鳴海謙一宅前 午後 2時～ 2時20分 

七ッ館 大原酒店前 午後 2時3(）分～ 2時50分 

浅 	井 秋田重勝宅前 午後 3時～ 3時20分 

7
月

9

日
困
 

川 	山 コミ毛り了1中川 午前 9時30分～11）時 

種 	井 種井公民館前 午前10時10分～10 寺40分 

福 	井 小笠原清衛宅前 午前10時50分～11時20分 

鶴ケ 岡 三好保育園前 午前11時30分～正午 

コミュ．ニテイ 
センタ一三好 午後1時30分～ 2時 

上藻川 川浪民也宅前 午後 2時10分～ 2時40分 

下藻川 大川商店前 2時50分～ 3時20分 

高 	瀬 高瀬集会所前 午後 3時3(）分～ 4時 

7
月

1
I
0
日

困
 

朝日興隆 婦人ホーム前 午前 9時30分～ 9時5(）分 

飯 	詰 秋元商店前 午前10時～1(〕時30分 

飯詰支所前 午前10時40分～11時10分 

新岡兵三宅前 午前11時2(）分～11時50分 

下岩崎集会所前 午後1時20分～1時駒分 

浜舘長左エ門宅前 午後 2時～ 2時20分 

野呂義造宅前 午後 2時30分～3時 

田 	川 集会所前 午後 3時15分～ 3時40分 

地 	区 名 ッ 	反 B 	C 	G 

h七
 
小

和
 
学

地
 
区
区
 

 

7 月 2 LI（水） 7 月 4 目（釘 

南
梅
 
小
沢
 
学
地
 
区

区
  

7月 9日困 7月11日国 

栄 
長 橋 

地 区（みどり町除く） 
地 区 

7月16日困 7月18日国 

中
松
三
 
川
 
好
 
島
 
地
 
地
 
区

町
区
  

7月23日困 7月25日圏 

松飯
 
島
詰
 
地
地
 
区
区
 

 

7月29日因 7月31日困 

ど
 

n
ノみ

毘
 
沙
 

【ー
 
目

J
 

町
区
 

地
  

7月30日困 8月1日団 

F 休覧嘉貞三「罵「誉 
L、讐5-20( 恩勲』 

結核検診を受けましょう 
地区保健協力員を通じ、受診票を配付します。 

（検診車にも準備しています。） 

詳しくは市衛生課（”⑩2111番 内線 272 

番）へどうぞ。 

※日程表にない地区については11月に実施

いたしますので、改めて月日等をおしらせし

ます。 

※受診は都合の良い場所でできます。 

月日 場 	 所 時 	間 ， 
一
 

 

6
 
月
 

3
0
 

⑧
 

豊 	成 工藤友衛宅前 午前 9時30分～ 9時50分 

俵 元農産物警讐前 午前10時～1(〕時20分 

原 	子 阿部タキ宅前 午前10時30分～10時50分 

コミュニテイ 
ハウス原子前 

午前11時～11時20分 

羽野木沢 コi秀こ毛和前 午前11時30分～11時50分 

持子沢 三上商店前 午後1時～1時20分 

高 	野爵野文化セノター 午後I時30分～2時20分 

前田野目 福士商店前 午後 2時30分～2時50分 

ク 	大坂登宅前 午後 3時～3時20分 

西塚商店前 午後 3時30分～ 3時50分 

7
月
ー
日

因
 

悪 	戸 	コミ -:1-り了1松島 午前 9時30分～ 9時50分 

宮 	田 渋谷六郎宅前 午前10時～10時20分 

川代 田 工藤甚一郎宅前 午前10時30分～10時50分 

金 	山 金山児童館前 午前11時～11時20分 

漆 	川 木村キンコ宅前 午後】時～1時20分 

吹 	畑 毛内光春宅前 午後1時30分～1時50分 

米 	田 安田俊夫宅前 午後 2時～2時20分 

7
月

2
日
困
 

福 	山 石岡給油所前 午前 9時30分～ 9時50分 

野 	里 野里公民館前 午前10時～10時20分 

神 	山 成田正明宅前 午前10時30分～10時50分 

松野木 仙庭幸市宅前 午前11時～11時20分 

福 	岡 佐々木商店前 午後1時～1時20分 

若 	山 若山公民館前 午後1時30分～1時50分 

石田坂 集会所前 午後 2時～2時20分 

戸 	沢 斎藤精米所前 午後 2時30分～ 2時50分 

7
月

3
日

困
 

馬 	性 馬性集会所前 午前 9時30分～9時50分 

前 	落 山内啓司宅前 午前10時～1(〕時20分 

中 	村 小野千代造宅前 午前10時30分～10時50分 

一野坪 対馬静賢宅前 午前11時～11時20分 

石 	畑 石畑集会所前 午前11時30分～11時5(〕分 

太刀打 山形隆一宅前 午後 1時～1時20分 

桃 	崎 葛西勘之亜宅前 午後1時30分～1時50分 

尻 	無 新谷電気商会前 午後 2時～ 2時20分 

十 午後 2時30分～2時5(〕分 

7
月

4

日

⑧
 

共 	栄 共栄集会所前 午前 9時50分～10時 

長 	富 原田商店前 午前10時10分～10 寺40分 

長富集会所前 午前10時50分～11時20分 

高橋文弘宅前 午前11時30分～正午 

毘沙門 ( 瓢宅前 午後1時～1時30分 

毘沙門支所前 午後1時40分～ 2時10分 

毘沙門集会所前 午後 2時20分～ 2時50分 

桜 	田 桜田集会所前 午後 3時～ 3時3(）分 

沖飯詰 古川繁春宅前 午後 3時30分～ 4時 

7
月

7
日
⑧
 

石 	岡 寺田武道宅前 午前 9時30分～ 9時50分 

二本柳 寺田時雄宅前 午前10時～10時20分 

唐笠柳 小山内光春宅前 午前10時30分～10時50分 

水野尾 水野尾集会所前 午前11時～11時20分 

富
 
桝
 
太
 
田
 
寛
 
蔵
 
宅
 
前
 

午前11時30分～11時50分 

ツ反・BCG接種 m縄 

お子さんの健康を守るために、ぜひ接種を受けさせ 

ましょう’ 

レ対象 生後6か月から48か月までの乳幼児（ただし、 

いままでにBCGの接種を受けた乳幼児は除きます。） 

）受付時問 午後1時～1時30分 

レ場所 市保健センター レ料金 無料 

レ注意事項 ①母子健康手帳は必らず持参してくださ 

~ 	い。②当日の朝、必らず体温を計ってきてください。 

て 	③お子さんの体質を良く知っている方がお連れくだ

さい。 
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